
－   －1.　はじめに　建築分野では，都市部の高層建築用として高強度材が求められる一方で，阪神淡路大震災における梁端d��ｩY@の破断被害などから，建築鉄骨に降伏比（降伏点／引張強さ）が低く，靭性が高く，かつ鈴�ｩ�ｰの良い高性能鋼材のニーズが高まっている。さらには，最近の経済情勢を反映し，建設コストの低減が強く求められている。

　このようなニーズに対応し，経済性・耐震性・溶接性を

合わせ持ち，鋼材強度あたりの経済性に最も優れた鋼材と

して，520 MPa級鋼と 590 MPa級鋼の中間強度レベルに

あたる 550 MPa級（降伏点下限値は 385 MPa）の厚板

「HBL385」を開発し 1)，2002年 4月に建築基準法第 37条

による国土交通大臣の認定を取得した。本鋼材は，
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シールドアーク（CO2）溶接継手性能を Table 5に，ダイ
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